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異文化を畏敬し活動する現場から

アフガニスタン人道支援における中村哲医師の信念と発信
清水展（関西大学政策創造学部特任教授・京都大学名誉教授）

1.ベトナムとアフガニスタン

2019年12月4日、中村哲医師は灌漑

用水路の工事現場に向かう途中、助手席

に乗っていたジープがアフガニスタン栗

部ジャラバードの街角で待ち伏せ攻撃を

受け凶弾に倒れた。その衝撃的なニュー

スは新聞やテレビ、雑誌などで大きく報

道された。そして2021年9月末にアメ

リカ軍はアフガニスタンから全面的に撤

退した。 2001年の9.11同時テロに対す

る報復爆撃に始まるアメリカの介入は完

全に失敗に終わった。オバマ政権時代

(2009~2017)に派兵軍の増強が進み、

いっとき2011、12年には10万人ほどに

兵を増派して軍事的な制圧を試みた。し

かし結局は失敗した。

歴史を振リ返ると、アフガニスタンヘ

の西欧の大国の軍事侵攻という企ては常

に頓挫し、大きな痛手を負ってきた。大

英帝国は第三次アフガン戦争 (1919年）

に敗れ、ソビエトは10年間の軍事介入

(1979年～1989年）によって国力を消

耗し共産党政権とソ連邦の崩壊へと至っ

た。「帝国の墓場」とも俗称されるアフガ

ニスタンにアメリカもまた足をすくわれ

たと言える。アフガニスタンの反政府武

装勢カタリバーンは、 2021年8月15日

に首都カブールヘと進攻し大統領府を掌

握して暫定政権を樹立した。ガニ大統領

はその前に国外に退避し、政権は事実上

崩壊していた。そして 8月31日にはアメ

リカ軍もアフガンから完全撤退した。

撤退の日、カブール空港から飛び立つ

飛行機に乗ろうと殺到するアフガニスタ

ンの人々のニュース映像は、1975年に

アメリカ軍がサイゴンから撤退する巳の

情景を私に思い起こさせた。半世紀近く

を経た後にデジャ ・ヴつまリ強烈な既視

感覚を覚えた。ベトナム戦争は、 1964

年7~8月のトンキン湾事件を機に議会

からベトナム問題解決のための特別権限

を得たジョンソン大統領が、翌65年2月

にB-52による北ベトナム爆撃（北爆）を

開始して以降、米軍の介入が本格化して

いった。67年末までには派遣兵力は50

万を超え、加えて韓国ほかの参戦国から

5万の兵力が派遣された。それでもベト

ナム戦争に勝てなかった。その轍をアフ

ガンで再び繰り返したことになる。

2001年9月11日の同時多発テロの衝

撃にアメリカはただちに反応し、首謀者

のオサマ ・ビン ・ラディン容疑者の早期

の引き渡しをタリバーン政府に求めた。

それを拒まれたことから、タリバーン政

権の打倒を目指した軍事作戦を翌月10

月7日に開始した。背景には、アメリカ

本土しかも経済の心臓部に当たるニュー

ヨーク ・マンハッタン島のツイン ・タ

ワー ・ビルを攻撃され破壊されたことの

衝撃や恐怖や怒りという市民感情があっ

た。テロの翌巳にブッシュ大統領が 「テ

ロとの戦い」を宣言し、イギリス ・フラ

ンス ・カナダ ・ドイツなどと有志連合を

形成し、共同でアフガニスタン攻撃の準

備を進めた。侵攻はミサイル攻撃と空爆

から始まり、地上では北部地域を支配す

る地方軍閥（民族政治集団）の連合勢力

を支援してカプール侵攻を後押しし、 11

月13日には北部同盟軍が首都を制圧し

た。

そもそもタリバーン政府は地方ごとに

異なる部族のゆるやかな連合体の性格を

有しており、辺境の山岳地帯に身を潜め

地域の有力者に庇護されているビン ・ラ

ディンの所在を探索して身柄を確保する

ことは難しかった。同時多発テロからほ

ぽ10年後の2011年 5月2日の深夜に、

米海軍特殊部隊 (SEALS)の隊員が2機

のヘリコプターに分乗してパキスタンの

首都イスラマバード近郊の地方都市アボ

ッターバードにある邸宅を急製し、そこ

に潜んで暮らしていたビン ・ラディン容

疑者を殺害した。後知悪になるが、その

作戦の成功によって当初のアフガン侵攻

の目的（テロの首謀者の逮捕や排除）を

達成したことになリ、米軍が撤退をする

転機や名分となリえた。しかし米軍はそ

の後もなお10年にわたって戦後復興と

平和構築の大義を掲げアフガニスタンで

の駐留と戦闘を続けた。

2.草の根の人道支援

あらためて振り返ると、アメリカの侵

攻が始まった2001年は、地球温暖化が

もたらす大干ばつにアフガニスタンが苦

しんでいた時期であった。そんな時、地

上での干ばつに加えて空からは大皇の爆

弾が雨粒の代わりに落とされたのであ

る。干ばつと空爆の二重苦によってアフ

ガニスタンの地方の庶民が生存の危機に

直面したとき、中村医師は彼らがその冬

を生き延びて越せるよう食料支援（小麦

粉と食用油の購入、 トラックによる地方

配送と分配）を始めた（中村 2004)。そ

もそも中村は医者であリ、主にらい病患

者を治療するためにアフガニスタンに

1984年に派遣された。

しかし干ばつの影囲が深刻になり始め

てからは、現地の人々が生きてゆくため

に必要とする医療の提供にとどまらず、

何よりもまず彼らが自分たちの土地で生

き延びてゆくための生存基盤の整備、す

なわち井戸掘り（中村 2001)や用水路

建設（中村 2006b)などへと重点プロ

ジェクトを変えていった。それまでにも

現地の喫緊の課題やニーズに応じて、中

村の仕事は医師からサンダルエ房の親

方、病院の院長、（辟地医療の診療所運営

者、空爆下での食糀配布の手配師、さら

には井戸掘り技師、そして用水路建設の

土建屋の社長兼現場監督へと、それこそ

目まぐるしく変わっていた。そのときど

きで必要とされる知識と技術を現場で習

得し、悪戦苦闘しながら、しかし端から

見れば軽やかに（医者としての地位や役

割に固執せず、また尊大にもならないと

いう意昧で）自身の天職を変えていった。

まさに七変化である。そうしたなかで一
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日しているのは、現地の人々を主とし、

自らを従として、彼らの頁の必要を第一

と考えて行動する姿勢であった。

中村の活動は、ふたつの側面に分けら

れる。ひとつは、ペシャワールを拠点と

してパキスタン北西部とアフガニスタン

東北部の病者、貧者、弱者、農民の生活

と生存のためのさまざまな支援活動であ

る。もうひとつは活動を支える日本のバ

シャワール会の会員らへの説明責任とし

て年に4回発行する 「会報」に報告を載

せることや、講演、新聞雑誌の記事、著

書などをとおして、アフガニスタンの現

状を正しく伝えることである。

中村は、福岡の西南学院中学に在学中

にキリスト教の洗礼を受け、教会関係を

とおしてパキスタン北西辺境州のペシャ

ワール ・ミッション病院に赴任した。た

だし彼は現地でキリスト教の宣教等の活

動は一切しなかった。教会を建てること

もなかった。そして活動の当初から資金

面で彼を支え続けてきたのが福岡に事務

所を置くペシャワール会であった'o

中村がペシャワールヘ派遣されること

が決まってすぐの1983年9月に発足し

て以来、 2001年の9.11テロ事件を切っ

かけとして会の知名度と支援が「全国区」

に拡大した後も、ペシャワール会の「「中

村哲ファンクラブJという性格は今日に

至るまで変わっていない」。そして現地の

ことは中村が一番詳しく、彼の活動理念

に賛同した者の集まリがペシャワール会

なので、中村の活動方針をそのまま会の

方針としてきたという。すなわちそれは

「三無主義」2であり、加えて「誰も行か

ない所へ行く」「現地と同じ目の高さで支

援する」といった、「徹底した現地主義を

賀いて参りました」という（ペシャワー

ル会事務局編 2004:33-34)。

3.弱者の傍らに身を寄せて

縁あってペシャワールに赴任していっ

た中村の報告で、私がもっとも強い衝眼

と感銘を受けたのは、赴任して早々

1985年のクリスマスのエピソードであ

る。おそらく、それが中村の原点であり、

それ以後の著作でも繰り返し触れられ、

2006年のNHK番組でも語っている（中

村 2006b: 38 -39)。それはらいで全

身に潰瘍化した膿疱があり、喉頭浮腫の

ためにしばしば呼吸困難と肺炎に陥った

ハリマという若い女性患者のことであ

る。生きるために最終的に気管支切開を

行ったが、それで呼眼は楽になったもの

の、同時にそれはまともな社会復帰が困

難になったことを意昧していた。

そうして生きながらえさせるのが、ハ

リマにとって幸せだったかどうかを確信

できず、中村は思い悩んでいた。ソ連軍

の侵攻に反撃するタリバーンの戦争は激

化の一途をたどっておリ、その当時のア

フガニスタンとペシャワールの状況は、

あまりに絶望的であった。「人間」に関す

る一切の楽天的な確信を、ほとんど1言じ

られないものにしていたという。そして

「自分もまた、患者たちと共にうろたえ、

汚泥にまみれて生きてゆく、ただの卑し

い人問の一人にすぎなかった。ただひと

つ確信できたのは、•• • ドクター・サープ

と乾敬されていても、泣き叫ぶハリマと

まったく同じ平面にあるという事実だけ

であった」ことを痛感する。そして次の

ょうに報告する。

この1985年のB音いクリスマスを私

は一生涯忘れることができない。ソ連

軍はペシャワール近郊のカイバル峠に

せまっていた。峠のてっぺんでは激戦

が展開され、負傷者を乗せた車が連日

連夜、市内の各病院と峠を往復してい

た。...

当時所厩していた或る海外医療協力

団体からは、はるか離れた国外で行わ

れる「重要会議」に出席するよう矢の

催促が来ていた。「発展途上国の現実に

立脚して海外ワーカーとしての体験を

分かち合い、 アジアの草の根の人々と

ともに生きる者として • • •。美しい自然

と人々に囲まれたアジアの山村で語ら

いの時を・・・」

白々しい文句だと思った。美しく飾

られた言葉よリ、天を仰いで叫ぶハリ

マの自暴自棄の方が真実だった。この

非常時に 2週間以上も置き去りにする

訳にはいかなかった。 •••無駄口と議論

はもうたくさんだ。最後通牒のような

「出席要請」を力を込めて引き裂いた。

私は、催しものと議論ずくめの割に中

身のない「海外医療協力」と、この時

決別したのである。

クリスマスの日、ペシャワールでい

ちばん上等のケーキをヤケになって大

鼠に買い込み、入院患者全員に配った。

（中村 1993:95-96) 

中村は洗礼を受けたキリスト者であリ

ながら、派遣元の団体からの会議参加の

強い要請にもかかわらず、目の前で病に

痛み苦しむ患者を置いて病院を離れるこ

とができなかった。そのような中村は、

福岡に生まれ育ち自分が九州人であるこ

とを強く意識している。東京へゆくため

に初めて関門海峡を渡ったのは30歳を

過ぎてからで、束京よりも先にパキスタ

ンに出かけていた。それは1978年6月

に福岡登高会のヒンズーク ッシュ遠征隊

に参加した時であった。蝶々と山登りが

好きで遠征隊に加わり、実際に訪れて現

地への愛着を抱いたものの、医師として

赴任することになるとは思いもしなかっ

たという。それから 4年後にとんとん拍

子で派遣が決まったのは、多少は現地の

事情を知っていたこともあり、「ある種の

義侠心に駆られ、 「まんざら知らぬ土地で

はありませんから」と、半ば気軽に引き

受けた」からという（中村 1999:22)。

また「なぜそこまで村人に、貧しい民

に、尽くすのだろう」かと尋ねられたと

きには、「これは九州人の特質かも知れま

1 ペシャワール会はボランティアで迎営され、事務所も篤志家から安価な家位で提供されているために、予符の90％以上が現地での実際の

活動役に充てられた。国際的に名裔い NCOでも予存の半分ほどは人件毀や家負、光熱毀、通信此などに用いられており、ペシャワール会の

内容の浪い現地活動は特下に値する。

2 「無思想 ・無節操 ・無駄」のことであり、それは初めは半ば自胆的に冗談半分で述べたものが、日本での議論よりも現地での活動を主とす

る会の方針に合致し案外と核心に触れていることに気づいたために、紐り返し唱えるようになったという。
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せんが、そうせんと気が済まん、落ち恙

かん、という気持ちが第ーでした」と答

えている。続いて、「自分は古い人間」だ

から、「約束は、必ず守らなければならな

いと考える」とも言っている（中村

1999: 78)。あるいは「自分は、「日本

の九州島Jという限られた地域、それも

限られた時代で身につけた伝統や精神的

気流から自由ではなかった。その枠内で

しか、是非善悪、美醜の感覚を保持でき

なかった」とも語っている（中村 1999:

346)。

そうした中村の昔気質は両親から、そ

して母方の祖母から受け継いだものであ

リ、とリわけ物心ついてからの躾と教育

によるところが大きい。中村自身が、ミ

ッション ・スクールの西南学院中学部で

キリスト教（とリわけ内村鑑三）と出会

うまでの倫理観の骨肉を作ったのは、父

親と祖母の威厳であったと述懐してい

る。ふたりとも逆らうことのできない恐

ろしい精神的権威であり、外面的な思想

の上着は別として、ともに頑固一徹で「曲

がったことは許せん」という｛需教的 ・日

本的な道徳観に拘束されていた。中村自

身もまた、［論語」が人の当然に守るべき

ルールを説くものとして身についたとい

う（中村 2006b:68)。

中村の父親は、ロシア革命に触発され、

戦前は社会主義の筋金入りの闘土で非合

法活動を指涵し、戦中には反戦運動をし

て逮捕実刑を受け｀日本の国難に直面し

て転向を余儀なくされた経歴の持ち主で

ある。戦後は事業にも失敗して鬱々たる

思いを秘めて生きたという。自身の過去

を中村に語ることはほとんどなかったと

いうが、中村が子供の頃から耳にタコが

できるほど父親から繰り返し問かされた

のは、「早く大きくなって、日本の役に立

つ人間になれ、お前は親を捨ててもいい。

世の中のためになる人問になれ」という

教えであった（中村 1993:252)。関係

者によれば「頑固一徹、リベラリストに

して国粋主義者、何より敗戦国日本が、

軽薄な西洋文明に毒されて行く時代の変

化に唾棄すべき屈辱感を感じていた知識

人だった」。そうした父親だからか、「ア

メ公の配るチョコなど、絶対に口にする

な」と子供たちを厳しく戒めていた（中

村 1993: 269)。さらには、「進駐軍は

日本人を歌とスポーツで骨抜きにする」

と固<1言じて、ラジオでジャズなどが流

れると怖い顔をしてプツリとスイッチを

切ってしまったという。

4.異文化を尊重する現場主義者

先に述べたように9.11同時多発テロ

の前、アフガニスタンは地球温暖化の影

密でヒンドゥークシュ山脈の降雪呈が減

り、そこの雪解け水を源流とするクナー

ル川の水呈が激減し、アフガニスタン束

部は製業用水や飲料水が不足する干ばつ

被害が深刻となっていた。それに対して

中村は2000年から水源確保事業を始め

て1,600本の井戸を掘リ、30ヶ所以上の

カーレーズ（地下用水路）を修復した。

2003年からは自ら設計図を書き、ブル

ドーザーやユンボを運転して干ばつのた

めに荒地や砂漠化した土地を農地として

復興させるための灌漑用水路の建設に専

心してきた。

2010年に完成したマルワリード用水

路（標高差17.2メートル、平均斜度約

0.0007度）の全長は25キロメートル、

推定灌漑可能面栖は約 3,000ヘクター

ルに達した。その後2011年に始まった

」ICAとの共同事業による用水路の拡張

整備と新たな堰の建設によって、シェイ

ワ、ベスード、カマの3郡の総計で灌漑

耕地面栖は総計16.500ヘクタールに広

がり、帰農した難民は家族も含め65万人

に達すると推計される（中村 2017:152

-160)。

ペシャワール会と中村の活動で特箪に

値するのは、会の発足以来、年に 4回の

会報冊子を発行し、アメリカの侵攻後も

続ける灌漑事業の進展と、その工事現場

で起きたこと、見たこと聞いたことを報

告し続けたことである。それは、ワシン

トン発、束京経由で大足に流される新聞

やテレビの報道とは異なる現地の状況

と、住民たちの生活や社会の実態を、時

に義憤を込めて詳しく報告するものであ

った。また折々に求められれば、読売、

朝日、毎日の三大紙をはじめ週刊誌や総

合雑誌などに租極的に寄稿した。早くは

2001年10月13日に、衆院テロ対策特別

委員会に参考人として招かれ、自衛隊派

遣は「有害無益」と言い切っている心

中村の現場での活動とそこでの見聞や

実体験にもとづく発言は、日本や世界の

「常識」とは大きく異ることが多々ある。

たとえば9.11同時多発テロの半年ほど

前の2001年3月にタリバーンがバーミ

ヤン石窟の仏像を爆破した「蛮行」に対

して、国際世論は厳しく糾弾した。その

時、中村はたまたまバーミヤンにいた。

現場からの報告によると、彼が訪れたの

は巨大石仏の破壊が半分終わったところ

で、散発的な戦闘が続いていた。タリバー

ン兵士とハザラの軍民だけがいる状態で

大方の村落はもぬけの殻、大部分の住民

はカブールの親族を頼って逃げ出した後

だった。

既に前年夏の段階で、国連機関は「千

万人が被災、予想される餓死者百万人」

と、世界に営告を発していた。中村は

バーミヤン石窟の仏像爆破の跡に立ち、

そこで抱いた卒直な思いを 「「本当は誰

が私を壊すのか」 ：バーミヤン ・大仏の現

場で」と題して朝日新聞に投書し掲載さ

れた。

抜けるような紺碧の空とまばゆい雪

の峰に囲まれるバーミヤン盆地は、不

気昧なほど静かだった。無数の石窟中

で、ひときわ大きく、右半身を留める

巨大な大仏様がすくっと立っておられ

る。イ可を思うて地上を見下ろしておら

れるのだろうか。 •• • （中略）

大半の外国 NGOが撤退または活動

を休止する中での、国連制裁であリ、

仏跡破壊問題であった。旱魃にあえぐ

人々にとって、これがどのように映っ

ただろうか。

3 中村は、「現地の対日感梢は非常にいい。自衛隊が派追されると市事的存1:［にしか映らず、これまで築いた信頼閾係が崩れる」との懸念を

示し、 米軍を支援する「日本の叩隊」が NGO活動に悲彩評を及ぽし逆効果になるから自衛隊派述は 「布害無益」とまで述べた。（西日本新Iifl

2001年 10月141::1朝刊）

8
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バーミヤンで半身を留めた大仏を見

たとき、何故かいたわしい姿が、一つ

の啓示を与えたようであった。 「本当は

誰が私を壊すのか」。その巌の沈黙は、

よし無数の岩石塊となリ果てても、す

べての人間の愚かさを一身に背負って

逝こうとする意志である。それが神々

しく 、騒々しい人の世に超然と、確か

な何ものかを指し示しているようでも

あった。 (2001年4月3日朝日新聞）

5.文化相対主義という謙虚

私は1970年代に文化人類学を学ん

だ。その頃はC．ギアツが先羽した象徴と

解釈をめぐる人類学が広く人文諸学の関

心を集め、私も強く影密された。ギアッ

の研究の根底にあったのが文化相対主義

の立場であった。しかし最近では相対主

義が厳しく批判されている。たとえば新

実在論を掲げる哲学者のマルクス ・ガブ

リエルは、トランプ前大統領のいう「も

うひとつの事実」や［フェイク ・ニュー

ス」の拡散など「ポスト真実」と呼ばれ

る社会状況が生まれ人々に受容されてき

た背景には、相対主義と社会構築主義、

そしてポスト・モダン理論があると言う。

それに対して、人権をはじめ普遍的な価

値があり、そこに基づく社会を構想すべ

きと主張する。たとえば「子どもを拷問

していいのか」という問いに対して、答

えは NOiが当然だ。同様に「人を殺す

な」も道徳的な事実であり、他の選択肢

はないぢ道徳的事象には選択肢など一般

的に存在しない、と相対主義 （何でもあ

リという類の）を否定する（丸山 2018:

146-153)。

しかし子どもを拷問することが悪であ

るのは当然と しても、いわゆる児童労働

については微妙な問題となる。中村はア

メリカの侵攻が始まろうとしている直前

に、 空爆後に予想される事態に対して次

のように言い、深い危惧と憂慮の念を示

していた。「「自由と民主主義」は今、テ

口報復で大規模な殺翫戦を展開しようと

している。おそらく累 々たる罪なき人々

の屍の山を見たとき、夢見の悪い後海と

痛みを覚えるのは、報復者その人であろ

う」（「会報JNo.69, 2001）。そして実

際、空爆後に生じた事態を見据えて、次

のようにまとめている。

「タリバーン政権の崩壊は、取り返しの

つかぬ無秩序と、人々の苦境を生み出し

たといえる。解放されたのは、麻薬栽培

の自由、餓死の自由、アフガン人が誇り

を失う自由である」（「会報JNo.71, 

2002)。同様なことを別の箇所でも繰り

返す。「人権を守るはずであった自由とデ

モクラシーが混乱を徒に増幅し、人々の

生存を脅かしている。タリバーンの 「圧

制」から女性の権利を解放する筈であっ

た戦いは、物乞いの寡婦たちを激増させ、

外国兵相手の売春の自由まで解放してし

まった。農村社会と遊牧社会ではごく当

然の子供たちの手伝いが、抑圧された「小

児労働として、人権侵害の烙印を押され

た」」（中村 2003a:107)。

人権侵害とされた子どもたちの労働

は、別の見方をすれば親の仕事を手伝い

真似しながら知識と技術を習得し、 自分

が大人になったときに食べていけるよう

になるための訓練になっている。私がフ

ィリピンでフィールドワークをした西ル

ソンのアエタ（アジア系ネグリート）社

会では、 1970年代まで学校はなく親の

手伝いが生きるための技術と知恵を学ぶ

場であった。それは日本でも、伝統芸能

の家元の息子さんが就学前から親に稽古

をつけてもらうことに似ている。オリン

ピックを目指すような子どもならば（多

くは両親がそうしたスポーツ選手であっ

た）厳しい練習を毎日のように続けるこ

とが当然とされるだろう。ある意昧の職

業訓練であり成人後の食い扶持の確保の

ための修行や練習である。それを幼いが

ゆえに労働であり人権侵害ということに

私は踪躇する。中村の異議申し立ては、

灌漑プロジェクトの現場で接してきた現

地の実情をふまえ、そこで馨らす住民の

宗教と文化を尊璽し、 時に畏敬の念さえ

抱いて接し、 その声に耳を傾け、応えて

きた経験に深く根ざしている。

そう した姿勢は、実は新実在論を唱え

るマルクス・ガプリエルの立場と共通し

ている。ガブリエルは、「道徳的事実は、

他人の身になって考えてみた時に分かる

類のものだ。あなたが何かしたいことを

想像してみてくれ」と言う（丸山 2018:

153)。

たとえば中村がプロジェクト現場の地

域住民の希望に応えようとする姿勢は、

用水路の建設と並行してマドラサ（イス

ラム学校）を建設したことに表れている。

マドラサはモスクを併設し、金曜礼拝の

時には地域全体の家長らが集まり、大切

な知らせを伝えたリ問題の対処法を相談

したリする。マドラサは地域共同体の中

心と言えるもので、イスラム｛曽を育成す

るだけでなく、図書館や察を備え、患ま

れない孤児や貧困家庭の子供に教育の機

会を与える。それがイスラム過激派を育

成する温床になりうるとして西欧諸国は

強い醤戒感を抱いていたが、中村は現地

による農地回復で多くの難民が帰遍し
となるモスクとマドラサを

モスク ・マドラサ全景、手前は用水路。
周辺は完全に耕地を回復した。

2010年3月 ペシャワール会提供

用水路の取水堰で油圧シャベルを運転して
改修作業をする中村医師。2011年 1月。

ペシャワール会捉供

＇ しかし1::1本社会を振り返ってみると、刑罰］としての殺人（夕E刑）が認められ国家によって執行されてきた。R本に限らず、戦争の際には敵

兵を多く殺敬した兵が勲磁を受け英雄となる。 9.11テロの後にアメリ カがアフガニスタンとイラクでした戦争でも同様だった。ガブリエルの

主張するように、主体と客体が何であれ（国家が屯罪人や敵兵に対してであれ）殺人行為を閏定や容認することはできないと私も思う。

，
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からの強い要望に応え、灌漑工事用の重

機と資材があるからと建設を進めた。そ

して2010年2月にマルワ リード用水路

とマドラサの2つの事業の完工式を行っ

た。米軍が兵力をもっとも増強して戦闘

が激化していた状況下で続けた工事の完

遂であった。

6.おわりに

中村医師の活動と信念に涵かれなが

ら、相対主義と普遍主義について考えて

閉じたい。文化の差異の肯定と寛容（不

介入）は人類学の常識であり人類学者の

「良心」の証であった。しかしながらそれ

が膨張して「ジェノサイド」や「レイシ

ズム」その他の容認し難い差別と抑圧の

黙認につながることは避けなければなら

ない。

文化相対主義と普遍主義については、

畏友の浜本満の議論が示唆に富む。少々

古いが今も参考になる。浜本によれば、

文化相対主義は一見、普遍主義に対立し

正反対の立場に見えるが、実は西洋の普

遍主義のいわば双子の弟のようなもので

ある。 普遍主義が単一の全体性を夢見て

突き進むのに対して、相対主義は自らの

世界を相対化することを通じて、他者の

世界をひとつのシステムとして眺めるこ

とのできる地平を構築しようとする。い

ずれも他者、すなわち自他の差異に取り

憑かれ、自他の差異を包摂するような土

台を希求し、狭陰な自文化中心主義への

絶えざる懐疑と批判を基本姿勢としてい

る（浜本 1996)。

中村は中学時代にキリス ト教の洗礼を

受け、葬儀とお別れ会を母校の西南学院

大学の教会で行ったクリスチャンであり

ながら、祖母と父親の儒教的 ・日本的な

道徳観に強く影饗され、 「論語」が人の当

然に守るべきルールを説くものとして身

についた。こうした中村の思想、という

のが大仰ならば活動と発言の大本には、

常に目線の低さ、自身の卑小さに対する

感党、他者や異文化への謙虚さがある。

そして確かな実感として文化の違いを超

えた人問存在の厳粛さと生の営みの尊

の核にある「神聖な空白」という表現を

用いて語っている。人は、それぞれ死生

観や善悪観をもっておリ、それは生まれ

育った環境と人との出会いをとおして、

さまざまに鍛え上げられ、洗練され、あ

るいは修飾されたり匹われたりしてゆ

く。そのことを重々承知し、認めたうえ

で次のように言う。

しかし、極端に異なる文化環境の中

でさえも、その核にあるものはそう変

わリがないというのが私の確信であ

る。後光のさすイエス ・キリストが現

れようと、蓮の花に囲まれる仏陀が現

れようと、精犀なマホメットが現れよ

うと、はたまたそれらを一切否定する

「テーゼ」が現れようと、根幹で一致で

きるなにものかを人間は共有してい

る。それらの一致点をなおざリにする

ところに、｛紐劣の尺度で人を審（さば）

いたり、価値観のおしつけが生ずる。

その 「一致点」 について ••現地での

体験から確信できるのは、人それぞれ

に、犯してはならぬ「神聖な空白」と

でも呼べるものを共有し、それに自ら

の生活から滲み出た言葉で意昧を与え

ょうとする事である。謙虚さの根源は、

この、人の言葉の限界と相対性を自党

することにあると私は思っている。（中

村 1993)

まさしく、文化相対主義をふまえつつ、

それを超える人間存在に関して通底する

普遍的なものに対する信念の吐露であ

る。
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